
項 目 内 容
名称 ハネセンナ、キャンドルブッシュ、カッシア・アラタ、ゴールデンキャンドル、ゴ

ールドブッシュ [英]Candle bush [学名]Cassia alata、Senna alata L.

概要 ハネセンナは南アメリカ原産の低木で、約3mに生⾧する。葉は幅広の楕円形で、葉
軸から左右に6～12対並ぶ。葉の⾧さは約15 cm、幅
は8 cm。花は鮮やかな黄色で丸みを帯び、5枚の花弁
からなる。柄のある多数の花が花軸に総状につく。果
実は熟すと暗褐色になる豆果である。

法規・制度 ■食薬区分
・全草:「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材
料) 」に該当する。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・葉にはアデニン、kaempferol 3-gentiobioside、アルカロイド (cassiaindoline) 
を含む(PMID:12951489) (PMID:11725550) (PMID:19678534) 。kaempferol
3-O-gentiobioside含有量は、成熟した葉で2.0～5.0％、幼葉で1.0～4.0％。種子
には含まれない (PMID:12837355) 。
・センノシド AとセンノシドBは全部位で検出されたが葉と根に多く、アントラキ
ノン類ではAloe-emodin が小葉と茎と根、 Rheinが全部位、Emodin は花茎や茎と



根、Chrysophanol は茎と根、Physcion は茎と根で検出されたという報告がある
(2010122042) 。
・根にはフェノール合成物、アントラキノン類、フラボノイド類を含む
(PMID:18371725) (PMID:17236095) 。
・種子にはフラボノイドグリコシドを含む (PMID:1367783) 。

・kaempferol 3-O-gentiobiosideをHPLC法にて測定した報告がある
(PMID:12837355) 。
・根抽出物中のフェノール類、アントラキノン類、フラボノイドをHPLC-MSを用い
て測定した報告がある (PMID:18371725) 。
・ultra-performance liquid chromatographyによりセンノシド Aとセンノシド
B、5種類のアントラキノン類 (aloe-emodin, rhein, emodin, chrysophanol,
physcion) を同時分析した報告がある (2010122042) 。
・ハネセンナを含むとの表示がある製品 (ティーバッグタイプ、粒タイプ) 中に含ま
れるセンノシドをHPLCにて分析した報告がある (2013132779) 。
・小葉、花部、果実中のセンノシドA、センノシドBをHPLCにて分析した報告があ
る (2013015976) 。

分析法

有効性

調べた文献の中に見当たらない。循環器・
呼吸器

ヒ
ト
で
の
評
価

RCT
・便秘症の患者80名 (試験群24名、15～86歳、タイ) を対象とした無作為化プラセ
ボ対照試験において、葉の浸出液120 mLを就寝前に摂取したところ、24時間以内
の排便率が高くなった (PMID:2203870) 。

消化系・肝臓

調べた文献の中に見当たらない。糖尿病・
内分泌

調べた文献の中に見当たらない。生殖・泌尿器

調べた文献の中に見当たらない。脳・神経・
感覚器

調べた文献の中に見当たらない。免疫・がん・
炎症

調べた文献の中に見当たらない。骨・筋肉

調べた文献の中に見当たらない。発育・成⾧

調べた文献の中に見当たらない。肥満

調べた文献の中に見当たらない。その他
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